
○　豊かな人間性の涵養
○　心豊かな地域社会の実現
○　質の高い経済活動の実現
○　人類の真の発展に貢献
○　相互理解の促進

「京都府文化力による京都活性化推進条例」に基づく基本指針

２１世紀の京都文化力創造ビジョン【概要版】

京都の文化力

京都文化力
最大発揮

基本目標Ⅰ京都の文化芸術の継承、発展、創造

文化に触れ、身近に親しむことができる機会提供

文化に関する公演、展示等への支援

地域における文化の振興

【施策】
○伝統文化等多様な文化芸術の紹介・発信・体験
○幅広い人材育成・確保、芸術家情報等総合発信
○「源氏物語千年紀事業」の推進
○各種展覧会や文化芸術活動等への支援
○京都文化の高揚・発展に功績があった者等の顕彰
○地域文化活性化に向けた担い手確保・育成       等

基本目標Ⅱ文化力による次世代育成

文化に関する体験学習の充実

次世代の文化活動の充実等

【施策】
○様々な文化体験学習機会の提供
○職場、農山漁村等、様々な体験機会の提供
○文化創造の喜びを体験する仕組みづくり          等

基本目標Ⅲ文化力による京都の活性化

府　       　　民

文化活動を行う者

大学等教育研究機関

事   　業　   者

協働
支援

交流促進・府民協働・支援

推　 進 　体 　制

７つの基本理念

文化的創作物を創造する者に対する支援

歴史的・文化的景観の保全等

地域における文化活動その他の活動の充実等

知的資産の活用

文化資源の観光資源としての活用

文化的創作物の創造による活性化

【施策】
○作家・職人等とマーケットとの出会いの場の提供
○「京の景観形成推進プラン」等の推進
○「地域振興計画」等の推進による地域の文化活動
等の充実
○観光、教育、福祉分野の文化活動活性化
○起業創出に向けたCVN構築、起業化支援
○文化による新たなマーケットの創出
○文化・伝統産業を活かした観光資源活用          等

３つの基本目標と施策

各主体役割発揮府の責務・役割

少子高齢化、団塊世代退職等に留意

文化の振興・発展に貢献した者の表彰

○　文化活動の活発化
○　文化を大切にする気運醸成
○　文化が息づく地域社会実現
○　創造性豊かな社会実現
○　基礎的な学問・研究等の振興
○　人間尊重の価値観の涵養
○　文化芸術振興基本法・文化振興

【位置付け】　　「文化力による京都活性化推進条例」第７条の規定により、文化力による京都の活性化推
　　　　　　　　進に関する施策等必要な事項を定めた「基本指針」

【基本目標】　　基本目標Ⅰ　　京都の文化芸術の継承、発展、創造
　　　　　　　　基本目標Ⅱ　　文化力による次世代の育成
　　　　　　　　基本目標Ⅲ　　文化力による京都の活性化

【計画期間】　　国民文化祭が京都で開催される平成２３年までの概ね５年間

京都文化力向上・発揮

○

○

○

 国・都道府県・市町村・教育委員
会等とのネットワーク構築
 多様な文化の担い手の交流の促
進、連携・協力・支援
 京都の文化力を国内外に広く発信


